
規

則

別
表
第
一
の
十
の
表
自
治
大
学
校
の
項
中
「

副
校
長

一
種

」
を
削
る
。

別
表
第
一
の
十
八
の
表
財
務
事
務
所
の
項
中
「

合
同
庁
舎
管
理
官

五
種

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
の
一
の
表
東
京
都
の
項
中「
大
島
町
元
町
字
家
の
上
四
四
五
の
九

伊
豆
大
島
区
検
察
庁

」
を
「
大
島
町
元

大
島
町
元

町
字
家
の
上
四
四
五
の
九

町
字
家
の
上
四
四
五
の
九

伊
豆
大
島
区
検
察
庁

伊
豆
諸
島
自
然
保
護
官
事
務
所

」
に
改
め
る
。

平成™›年�月™ 日 金曜日 (号外第˜›š号)官 報

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九
e

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）

の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

人
事
院
総
裁

原

恒
雄

人
事
院
規
則
九
e

一
七
e

一
三
〇

人
事
院
規
則
九
e

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九
e

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九
e

五
五
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の

一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

人
事
院
総
裁

原

恒
雄

人
事
院
規
則
九
e

五
五
e

一
一
三

人
事
院
規
則
九
e

五
五
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九
e

五
五
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
一
の
表
備
考
第
一
項
中
「
同
年
四
月
六
日
」
の
下
に
「
、
伊
豆
諸
島
自
然
保
護
官
事
務
所
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
同
年
七
月
一
日
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
〇
e

一
三
（
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質

に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
の
除
染
等
の
た
め
の
業
務
等
に
係
る
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
改
正
に
関
し

次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

人
事
院
総
裁

原

恒
雄

人
事
院
規
則
一
〇
e

一
三
e

一

人
事
院
規
則
一
〇
e

一
三
（
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
の
除
染

等
の
た
め
の
業
務
等
に
係
る
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
〇
e

一
三
（
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
の
除
染
等
の

た
め
の
業
務
等
に
係
る
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
り
当
該
原
子
力
発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
（
規
則
一
〇
e

五
（
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
第
三
条

第
二
項
の
放
射
性
物
質
に
限
る
。）に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
の
除
染
等
の
た
め
の
業
務
等
で
人
事
院
の
定
め
る
も
の

（
以
下
「
除
染
等
関
連
業
務
」
と
い
う
。）に
係
る
」
を
「
除
染
等
関
連
業
務
又
は
特
定
線
量
下
業
務
に
従
事
す
る
職
員

そ
の
他
の
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
除
染
等
関
連
業
務
」
の
下
に
「
又
は
特
定
線
量
下
業
務
」
を
、「
規
則
一
〇
e

五
」
の
下
に「（
職
員
の
放

射
線
障
害
の
防
止
）」を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
定
義
）

第
二
条
の
二

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

除
染
特
別
地
域
等

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十

三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
除
染
特
別
地
域
又
は
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
を
い
う
。

二

除
染
等
関
連
業
務

除
染
特
別
地
域
等
内
に
お
い
て
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
当
該
原
子
力
発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
（
規
則
一

〇
e

五
第
三
条
第
二
項
の
放
射
性
物
質
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
「
事
故
由
来
放
射
性
物
質
」
と
い
う
。）に
よ
り

汚
染
さ
れ
た
物
を
取
り
扱
う
業
務
で
人
事
院
の
定
め
る
も
の
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
業
務
で
当
該
人
事
院
の
定
め

る
業
務
に
係
る
作
業
場
所
に
立
ち
入
っ
て
行
う
も
の
を
い
う
。

三

特
定
線
量
下
業
務

除
染
特
別
地
域
等
内
に
お
け
る
人
事
院
の
定
め
る
方
法
に
よ
っ
て
求
め
る
平
均
空
間
線
量

率
が
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
よ
り
二
・
五
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
を
超
え
る
場
所
に
お
い
て
行
う
業
務

（
前
号
の
業
務
を
除
く
。）を
い
う
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
四
十
七
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
気
事
業
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

電
気
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
発
電
所
の
項
一
の
下
欄
１
の
c
、
同
項
二
の
（
一
）
の
下
欄
c
及
び
同
項
二
の
（
二
）
の
１
の
`
の

下
欄
中
「
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
」
を
「
二
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
」
に
改
め
、
同
項
二
の
（
二
）
の
２
の
d
の
下
欄

中
「
燃
料
電
池
発
電
所
、太
陽
電
池
発
電
所
又
は
風
力
発
電
所
に
お
け
る
出
力
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
発
電
設
備
」

を
「
燃
料
電
池
発
電
所
に
お
け
る
出
力
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
発
電
設
備
、
太
陽
電
池
発
電
所
に
お
け
る
出
力
二

千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
発
電
設
備
又
は
風
力
発
電
所
に
お
け
る
出
力
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
発
電
設
備
」に
改
め
、

同
項
二
の
（
二
）
の
３
の
\
の
下
欄
中
「
又
は
出
力
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
燃
料
電
池
発
電
所
、
太
陽
電
池
発
電

所
若
し
く
は
風
力
発
電
所
」
を
「
、
出
力
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
燃
料
電
池
発
電
所
、
出
力
二
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未

満
の
太
陽
電
池
発
電
所
又
は
出
力
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
風
力
発
電
所
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
環
境
省
令
第
二
十
号

環
境
の
保
全
の
た
め
の
意
欲
の
増
進
及
び
環
境
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

三
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
環
境
教
育
等
に
よ
る
環
境
保
全
の
取
組
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
五
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
二
十
一
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
協
働
取
組
に
よ
る
環
境
の
保
全
に
関
す

る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
契
約
の
推
進
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

環
境
大
臣

細
野

志

協
働
取
組
に
よ
る
環
境
の
保
全
に
関
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
契
約
の
推
進
に
関
す

る
省
令

国
及
び
独
立
行
政
法
人
等
は
、
民
間
団
体
が
そ
の
専
門
的
な
知
見
又
は
地
域
の
特
性
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
分
野

に
お
い
て
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
協
働
取
組
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
契
約
の
相
手
方
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
経
済
性
に
留
意
し
つ
つ
、
当
該
契
約
に
係
る
環
境
の
保

全
に
関
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
性
質
及
び
地
域
の
特
性
を
勘
案
し
な
が
ら
、
価
格
に
加
え
て
民
間
団
体
が
有
す
る
専
門

的
知
見
、
技
術
的
能
力
、
実
務
経
験
又
は
学
識
経
験
、
組
織
体
制
、
事
業
の
継
続
性
そ
の
他
の
要
素
を
適
切
に
評
価
で

き
る
契
約
手
続
に
よ
る
こ
と
と
す
る
（
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
配
慮
を
含
む
。）。

附

則

こ
の
省
令
は
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の
意
欲
の
増
進
及
び
環
境
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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